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　著者 の
・一一

入 ，KATANo12 》
は，1985年，九 州 東海大学農 学

部構 内 に 植栽 され て い た 推定10年生の ヤ マ ザ ク ラ の 芽 よ

り茎頂を摘出 し培養 を試 み た 結果，培地 中の 植物 ホ ル モ

ン
， と くに サ イ トカ イ ニ ン濃度 の 多少 にか か わ ら ず M −

uRAsHIGE ＆ SKooG （196213＞， 以 下，　 M 　S と略称）の 無機

塩 の 処 法 で は茎 頂 の 生 育 は 認 め られ な か っ た が ， MS 処

法 に比 べ ，各無機 イオ ン の 濃 度 が低 く処 法 され て い る

GAMBoRG （19663）， 以下 ，
　 Gam と 略称，第 1表） の 処 法

を 用 い る と，茎頂 は 生育 し，さ らに シ ュ
ートの 増殖 ， 発

根 が容易 に 達成す る こ と を明 らか に し，茎 頂培養法 を確

立 す る．ヒで は 無機塩組成 に も着目す る こ とが重 要 で あ る

こ と を指摘 した。一方 ， 先に 著者等 は，イ ネ
1°）

や コ ム ギ
11 ）

の 茎 頂 は ， サ イ トカ イ ニ ン を 添加せ ず ， イ ン ドール 酪酸

（IBA ） な どの オーキ シ ン を単独で 使用 し て も茎葉 の

生 育 と と もに 発 根 が 認 め ら れ る こ と を 追試 し た
。 本研究

は草本並 び に 木本植物 な ど維管束植物 の 茎頂培養法 で 用

い る培地 組 成 の う ち，茎 頂 の 生育，シ ュ
ートの 増 殖 や 発

根な ど に 好適 な無機塩濃度 の 多少 や植物 ホ ル モ ン の 組成

と，例 2．ば ， 植物種の 系統分類学上 の 位置 との 間 に 何 ら

か の 関係 が 見出 せ る か 否か を 知 る た め に 実 験 を開始 した 。

本報告は ，そ の 端緒 と して ， 数種 の 草本並 び に 木本植物

を用 い て 実験 を 行 っ た 結果の 大要 で あ る 。

一ペ ン ジル ア ミ ノ プ リン （BAP ， 1  ／ 2）と IBA ω．2

  ／ e ）の 2 種類 を それ ぞれ 単 独 に 添加 し た 4種類の 培

地 に 置床 した。継 代 あ る い は 発根 に も上 記 4種類 の 固形

培地 を使用 し た 。培養 はい ずれ も25℃，24時間 日長，照

度約 3．OOOlux条 件 下 で 行 っ た。

　　　　　　　　　　結　　　果

　 1。初 代 培 養

　第 2表 に は 初代 培養 に お け る 茎頂 の 生 存お よ び雑菌発

生 の 様 相 を一覧 した 。 ま ず，材料植物 は す べ て 屋 外 で 生

育 した もの で あ り，茎頂 培養系確立 の 第 1 段階 は 材料殺

菌 法 で あ る 。 材料植物 の 形状 を観察 し，
70％ 工 タ ノ ール

お よび 1％有効塩素液 に お け る浸 潰 時聞は ， こ れ まで の

経 験 則 に 準 じて 設定 し た 結果，供試22種 の 植 物 中 ， 雑 菌

発生 の た め に 茎頂 が す べ て 枯死 す る こ とは な く， 最も高

い 雑菌発 生率 は ヒ メ ジ ョ オ ン （68％），次 い で ，リ ン ゴ

第 1表　MS お よ び Gamborg （1966）無機塩濃度

　　　　 （mg／ £ ）の 比較

Ions MS
　 　 　 　 　 　 　 MS
Gamborg
　　　　　　Gamborg

　　　　　　　　実験材料および方法

　1987年度，九州東海大学農学部構 内 あ るい は そ の 近辺

に 自生 ま た は 植栽 さ れ て い た種子 植物 16科22属22種の 植

物 （第 2表 ） よ り茎 頂 を含 む 茎端約 1　cm 内外を採集し ，

70％ エ タ ノ
ー

ル とTween20 ，0．1％加 用 ， 有 効 塩 素 1 ％液

で 殺菌 し た。その 後 ，葉 原 基 数 枚 を含 む 高 さ 約 1　mm の 茎

端 （以 下 ， 茎 頂 と呼 ぶ ） を摘出 し，第 3表 に 示 した様 に
，

無 機 塩 処 法 は MS と Gam の 2 種類，植物 ホ ル モ ン は 6

NH4 ＋

K．ト

Na ＋

Ca2＋

Mg2 ＋

NO ，
−

H2PO ，

−

HPO24 −

SO42L

355783

120

　 362458121

144

52543214

ユ

246136324246

6．831

．44

2，931

．504

．Oll

．92

0．59
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第 2 表　初代培養 ， 茎頂 の 生存 お よび 雑菌発生 の 様相

植　物　名 科
　　実験 目 殺菌時間（殉

牌

目　　　　　　　　　　　供試数 生存数 枯死 数

　　 月 ・日　 　A − B

雑　菌 生存率 枯死 率 雑 菌発

発生数　　囲　　　  　　生 率閲

イ ヌ マ キ

ク ヌ ギ

ドク ダ ミ

イ タ ド リ

ゲ ン ノ シ ョ ウ コ

サ ン シ ョ ウ

ジ ャ ガ イ モ

コ モ チマ ン ネ ン グ サ

ヤ マ ザ ク ラ

イ チ ゴ

ヤ ブ イ バ ラ

マ ル バ フ ユ イ チ ゴ

リ ン ゴ

ク ズ

カ ワ ラ マ ツ バ

ヲ モ ギ

ヒ メ ジ ョ オ ン

セ イタカ アワ ダチ ソウ

ミズ カ ヤ ツ リ

サ トイモ

ホ ウチ ャ ク ソ ウ

モ ジズ リ

マ キ科

ブ ナ科

ドク ダ ミ科

タ デ 科

フ ウ ロ ソ ウ 科

ミ カ ン 科

ナ ス 科

ベ ンケイソウ科

バ ラ 科

バ ラ科

バ ラ科

バ ラ科

バ ラ科

マ メ 科

ア カ ネ 科

キ ク 科

キ ク 科

キ ク科

カヤツ リグサ科

サ トイモ 科

ユ リ科

ラ ン科

12．5　　 5 − 8

6，22　 　 5T5

5．8＊
　 　 3 − 5

4．26嬢

　　3 − 5

4．28＊　　　3 − 5

5．12　　 3 − 5

12、3　　 3 − 5

4．18　 　 3 − 3

12．9　 　 5 − 5

11．16 　 　 3 − 5

5、4　 　 5 − 5

12．12　　　5 − 5

8．8　 　 5 − 5

7．29　　 5 − 5

422 　 　 5 − 5

2．21　　　5 −・5

4，18　　 5 − 5

4，29　 　 3 − 3

5．14　　 2 ・− 3

8．6　　 5 − 5

5．1＊

　　 2 − 3

10．1　 　 3 − 5
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2

100　 　 　 0

28　　 　72

　 0　 　 100

　 0　 　 100

　 0　 　 100

16　 　 84

1GO　 　 　 O

100　 　 　  

100　　　 0

41　 　 59

94　　　 6

75　　　 25

89　 　 　 11

100　 　　 0

100　 　 　 0

97　　 　 3

100　　 　 0

94　　 　 6

94　 　　 6

100　 　 　 0

　 0　　 10 

12　 　 88

57000230010181720551001568201525015

注）　生 存率 ：生 存 数 ／ （供 試数
一
雑菌発 生 数）× 100， 枯死 率＝枯死 数／ （供試数

一
雑菌発 生 数）× 100，

　　 雑菌発生率 ＝（雑菌発生 数／供試 数 ）× IOO，＊ ：花芽形成が 明 らか で あ っ た植 物 ，・ ・ ： A は 70％エ タ ノ
ー

ル ，

　　 B は 1 ％有効塩素液中 に お け る殺菌時 間  を示 す。

（55％）で あ っ た が
， 他 の 20種 の 植物 の 場 合 に は ，

い ず

れ も30％以下 と な り， 材料殺菌 方 法 は大 む ね妥 当で ある

と判断 され た。

　っ ぎに，材料採集時 に す で に 花芽 形 成が 終了 し て い た

ドク ダ ミ，イ タ ドリ，ゲ ン ノ シ ョ ウ コ お よ び ホ ウ チ ャ ク

ソ ウ の 4 種 で は ， 培養 に 用 い た 4 種類 の 培地 （第 3表 ）

の 如何に か か わ らず，茎頂 の 生存 は認 め られ な か っ た。

　さ らに ，茎頂 の 生存 が 認 め ら れ た 18種 に つ い て 茎頂 生

育 の 良否 と 4 種類 の 培 地 組 成 との 関 連 を み る と （第 4

表 〉，ク ヌ ギ は Gam 十 BA ， サ ン シ ョ ウ はMS 十 BA で の

み 生 育 し て い た が，ヤ マ ザ ク ラ （1（ATANO ：2，とは異 な る

樹），ヤ ブ イ バ ラ，タ ズ ， ミ ズ ガ ヤ ツ リお よび モ ジ ズ リの

5種 で は無機塩 の 種類 を 問わ ず，IBA 添 加区 で は生 存

は み られ ず，BA 添 加 区 で 生育 して い た 。 こ れ ら 7 種以

外 の 11種 に つ い て み る と ， 無 機 塩 の 如 何 に か か わ ら ず I

BA 添 加 区 で 生育 が 良好で あっ た コ モ チ マ ン ネ ン グサ と

第 3 表　無機塩 お よび 植 物ホ ル モ ン の 組合せ （培地記号）

　 無 機 塩 　　　 Murashige

植物 ホ ル モ ン 　　＆ Shoo9 （64＞

Gamborg

　 （66）

　 BAP

（1mg／ e ）
MB GB

　 IBA

（O．2  ／ £ ）
MI GI

注） ミ ナ ・イ ノ シ ト
ール （100mg／ E ）， 塩 酸 チ ア ミ ン （1

　　   ／ e ），お よ び シ ョ 糖 （309 ／ e ） を共 通 と し，

　　 pH を5．7〜5．8に調整後，ジ ェ ラ ン ガ ム （29 ／ 2 ）

　　 と し た 。

イ ヌ マ キ の 2種 を除 く， ジ ャ ガ イ モ ，イ チ ゴ，マ ル バ フ

ユ イ チ ゴ，リ ン ゴ，カ ワ ラ マ ツ バ
，

ヨ モ ギ ，
ヒ メ ジ ョ オ

ン
，

セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ，サ トイ モ の 9種 で は植 物 ホ

ル モ ン と し て BA 添 加 区 の 方 が 茎頂 の 生 育が 良好で ，と
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く に，イ チ ゴ，リ ン ゴ
， ク ズ の 3種 に つ い て は MS 十 B

A で 最良 の 生 育 を示 した。

　 2．継 代 培 養

　初代 培養が確 立 した シ ュ
ート （茎葉原基 と呼ぶ ） を ，

初代 培 養で 使 用 し た 培地 と同様 の 培 地 上 に 置 床 し，継 代

培養 を繰 り返 し行 っ た。継 代 培 養 の 良 否 を シ ュ
ー

トの 増

加 に 着 目して 観察 を行 っ た結果 は 第 4 表 の 通 りで あ り，

初 代培 養 に お け る結果 と ほ ぼ 同様 で あ っ た 。

　 3 ．発 　　 根

　継 代 培 養 に よ り節間伸長 が 認 め ら れ た 13種 の シ ュ
ート

基部 を截断 し，嘆種類 の培 地 に挿 して 発根実験 を行 っ た。

その 結果 （第 5表 ），ク ヌ ギ，サ ン シ ョ ウ お よび ク ズ の 3

種 で は 発根 は 認 め られ なか っ たが ， ジ ャ ガ イモ ， イチ ゴ

お よび ミズ ガ ヤ ツ リの 3 種 で は す べ て の 培 地 で 発 根 して

い た 。

一方，コ モ チ マ ン ネ ン グサ ， ヤ ブ イバ ラ ， カ ワ ラ

マ ツ パ ，ヨ モ ギ ，
ヒメ ジ ョ オ ン，セ イ タ カ ァ ワ ダチ ソ ウ

の 6種 で は 無機塩 の 種類 に か か わ らず IBA 添加区で の

み 発根 が 認 め られ た が ， ヤ マ ザ ク ラの 場合 に は IBA 添

加区 と と もに Gam 十 BA で も発根 し て い た。

　　　　　　　　　 考 　 　 察

　屋 外 で 自生 あ る い は植栽 され て い た 草本 並 び に 木本植

物22種 を用 い ，培地組成 を変更 して 茎頂 培 養 を試 み た 結

果 は 以 上 の 通 りで あ っ た
。 以 下 ， 若干 の 考察を行 っ て み

た い 。

　第 1 ．植物の 茎 頂培養 は，伝 統的 な繁殖法 の ひ とつ で

あ る 挿 し木法 に 準 じ ， 茎 端 を約 1   内外 に 短縮 し，無菌

条件 ドで 培 養 し，再び 植物体 を再 生 す る 方 法 で あ る。茎

頂培養法 は，再生植物体 に遺 伝的変異 を伴 う こ と な く
d），

種苗 の ミ ク ロ 繁殖法 と し て ，ま た ，無病植物体 の 作 出 の

た め の 重 要 な 手段
5
尼 し て

，
さ ら に は ， 液体窒累中 に お け

る凍結保存法 の確立 とあ い ま っ て 植物遺伝子 源の コ ン パ

ク トな保存法
14），加 え て

，
プ m トプ ラス トの 単離を容易な

ら し め る植物体 の 育 成 法
9｝とし て 有効 な実．験系 で あ る。

茎頂培養の 研 究史 は，す で に 195  年 代 に ，小 麦 の 花 芽 形

成研究 に．茎頂培養的 な 手 法 を適 用 した 石 原 に よ っ て 概

括
7＞され て い る 。 1970年 代前半に 至 る 期間，茎 頂 培 養 の 成

功例 は草本植物 に 限定 さ れ て お り， 木本植物 で は 困難 で

第 4 表　初代培養 に お ける茎葉原 基 の 形成並 び に継代培養 に

　　　　お け る シ ュ
ー

トの 増加 と培 地 組成 と の 関係

第 5 表　培 地 組成 の 違 い に よる

　　　　発 根 状態 に つ い て

初 代 培 養 継 代 培 養

植 物 名 茎葉原基 の 形成　 シ ュ
ートの 増加 植 物 名

発 根 の 有 無

MBMIGBG 工　MBMrGBG 三 MB 　MI 　 GB 　 GI

イ ヌ マ キ

ク ヌ ギ

サ ン シ ョ ウ

ジ ヤ ガ イ モ

コ モ チマ ン ネ ン グサ

ヤ マ ザ ク ラ

イ チ ゴ

ヤ ブ イ バ ラ

マ ル バ フ ユ イ チ ゴ

リン ゴ

ク ズ

カ ワ ラ マ ツ バ

ヨ モ ギ

ヒ メ ジ ョ オ ン

セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ

ミ ズ カ ヤ ツ リ

サ トイ モ

モ ジ ズ リ

十　 甘

十

田

十

幵

卅

冊

督

階

柵

幵

卅

柵

甘

骨

緡

什

十

柵

十

十

十

十

十

十

十

十

柵

十

桝

十

升

幵

十

十

柵

冊

骨

用

冊

十

十

柵

十

十

十

十

十

十

粁

十

骨

卅

掘

十

枡

冊

骨

卅

田

卦

籵

田

．
ト1 十

十

＊　　　　＊

十

十

＊

十

十

十

十

十

田

十

甘

升

十

十

冊

H

十

＊

十

十

＊

十

⊥
．

十

十

ク ヌ ギ

サ ン シ ョ ウ

ジ ヤ ガ イ モ

コ モ チ マ ン ネ ン グサ

ヤ マ ザ ク ラ

イ チ ゴ

ヤ ブ イバ ラ

ク ズ

カ ワ ラ マ ツ バ

ヨ モ ギ

ヒ メ ジ ョ オ ン

セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ

ミ ズ カ ヤ ツ リ

＊

十 　 　 十　 　 十 　 　 十

十 十

十 　 　 十 　 　 十

十　 　 十 　 　 十 　 　 十

十

十

十

十

十

十 　 　 十

十

十

十

十

十

十　 　 十

注）
一

：不 可 ， 十 1 不 良，卦 ；普通，柵 ：良 好，

　　 ・ ： データ無 し，培地名 は第 3表 参 照 。

注 ）
一

：発 根 無 し ， 十　発根有 り，・　 データ無 し
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あっ た 。 70年 代後 半 に な る と，木本 に お け る 成功例 が登

場 し 始 め る が ，そ の 要 因 を ，石 原 は，培地組成 に 求 め，

MS 培 地 （無機塩，シ ョ 糖，有機補助物質 を含 む ）の 多

用 と と もに，サ イ トカ イ ニ ン の 使用を最 も重要な一
因 と

論 じ ，
サ イ トカ イ ニ ン の 必 須 性 は リン ゴ 茎 端 の 生 長 要因

に 関す る一連 の研 究 を展 開 し た イ ギ リス ， East　Ma 【1ing

試 の JONES ら の 業績 に 求 め られ る と した 。い ずれ に し

ろ ， 木本植物の 茎頂 の 養分要求性 は ， タ バ コ
，

ニ ン ジ ン，

コ リ ウ ス，ノ ウ ゼ ン ハ レ ン な どの 草本植物の 茎頂 をMS

無 機塩 類，myo
一

イ ノ シ ト
ー

ル （100  ／の ， 塩酸 チ ア

ミ ン （0，4  ／ £ ）， イ ン ドール 酢酸 （IAA ， 1〜2  ／

e ） お よ び シ ョ 糖 （3G9 ／ e ） を含 む培 地 上 で 培養後，

植物体 再 生 を可 能 に した SMITH ・MuRAsHIGE （1970） の

業績 と は 異な る もの で は ない か とい う点 が ，果樹類 を中

心 に 木本植物の 茎頂培養 の 成功例が 次 々 と報告 され る に

つ れ て 次 第 に 明 らか に さ れ て きた。木本植物の 場合，タ

バ コ の カル ス 培養 に よ っ て 明 らか に され た MS 処法 の 無

機塩 組成で は 濃度が高す ぎる の で は ない か とい う反 省が ，

年間生育量 の 小 さ な ツ ツ ジ類 や ブル ーべ ］」　一（ツ ツ ジ科）

な どで 始 まっ て い た。多数の 観賞用花木類 を手懸け た B

ENGOCHEA （1983）は ， 培 地 組 成 の う ち 無 機 塩 類 （M 　S と

Gam ）， 炭素 源 （シ ョ 糖 とブ ドウ 糖）並 び に 合 成 サ イ トカ

イ ニ ン で あ る BAP 濃度（O．Q5〜3．0μ moD の 組み 合わ せ

を変更す る必要性を提唱 した 。 KATANO は
，

この 報文 を 参

考 に し て，無機塩類 をMS か らGam に 変更す る こ とに よ

り，
ヤ マ ザ ク ラ の 茎 頂 か ら植 物 体 再 生 が 可 能 に な る と い

う実験結果 を得 ， 茎 頂培養 に お い て は 無機塩 の 濃 度 に 注

目 すべ き で あ る こ とを 示 した
T2 ｝。そ こ で ，　 SMITH ・MUR

ASHIGE や BENGocHEA の 研究 を さ ら に 発展 さ せ ， 多 数 の 維

管束植物 を 研 究対象 に し，無機塩類 と し て は MS と

Gam ， 植物 ホル モ ン と して は BAP （1   ／2 ）と；IB

A （0，2  ／ 2 ＞の 各 2種 類 を組 み合 わ せ た 4 種類 の 培地

で 茎 頂 培養 を試 み，茎 頂 の 養 分 要 求 性 に 植 物 系 統 分類 学

上 並 び に 植物生 態学上 の 諸知見 との 間 に 何 らか の 関運 性

が 見出せ る か 否 か を明 らか に す る 目的 で 本研究 を 開始 し

た の で あ る。

　 第 2．1987年度， 大学構内お よ び近辺 に 自生ある い は

植栽 され て い た 16科22属22種（草本 ：15種 ， 木本 ： 7種）

の 茎頂培養 を実験 した結果 ，材料採集時 に 花芽形成 が終

了 し て い た 4 種 を除 く18種 で 初 代 並 び に 継 代 培養 を 行 い

得 た 。
こ の場合，初代 並 び に 継代培養 に お．け る茎 頂 の養

分 要求性 ， 換 言 す れ ば，茎 葉 原 基 の 形 成 と シ ュ
ー

トの 増

加 に 及 ぼ す培地組成 の 影響 は ほ ぼ 同 様 で あ っ た （第 4

表）。得 られ た 結果の うち，まず草本植物 11種 につ い て み

る と ， クズ
，

ミ ズ ガ ヤ ツ リ お よ び モ ジズ リの 3種 で は無

機 塩 の 種類 に か か わ らず． IBA 添加区で は 初代培養 は
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確立 さ れ ず，BAP 添加 区で の み シ ュ
ートの 増殖 も認 め

られ ， SMITH・MURASHIGEの 結果 と異 な っ て い た 。 他 の

8種 に つ い て み る と，4 種類 の培地 で 初代培養が，それ

ぞ れ，確立 さ れ て い たが ， 無機塩 の 種類 を問 わ ず ，
コ モ

チ マ ン ネ ン グサ は IBA 添加区で シ ュ
ートの 増殖 は著 し

か っ た が ，他 の ジ ャ ガ イ モ
， イ チ ゴ

，
カ ワ ラ マ ツ バ ，ヨ

モ ギ，ヒ メ ジョ オ ン ，セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ お よびサ ト

イ モ で は BAP 添加 区 が IBA 添加区よ Oシ ュ
ー

トの 増

殖 は大 で あ っ た 。
コ モ チ マ ン ネ ン グ サ を除 き ， 初代並 び

に 継代 培 養 に お い て BAP 添加区 の 方 が よ り 良好 な

シ ュ
ートの 生育を示 し た 10種 に つ い て ， 無機塩 に 着目 し

て ， さ ら に 検 討 す る と，イ チ ゴ と ク ズ で は ，Gam に 比 べ

MS の 方 が明 らか に 生 育 が 良好 とな っ て い た が ，他 の 9

種 の 場合 に は，無機塩濃度の 多少の 影響 は少な か っ た。

こ れ ら草本植物 11種 に お け る茎 須 の 養分要求性 は植物 ホ

ル モ ン の種類 に よ り強 く支配 され て お り， IBA 要求性

植物 と BAP 要 求 性 植 物 の 二 群 に 大別 で き る の で は な い

か と思 わ れ る 。

　 同様に ， 7種の 木本植物 に つ い て み る と，ヤ マ ザ ク ラ

とヤ ブ イバ ラ で は 無機塩 の 種類 に か か わ らず，
IBA 添

加区 で は初代培養 の 確立 は 認 め られ ず， BAP 添加 区で

の み 茎頂 は 生 育 して い た が ， ヤ マ ザ ク ラ で はGaln が ，ヤ

ブイバ ラ で はMS の 方が 良好 な生育 を示 した 。 次 に ，
マ

ル バ フ ユ イ チ ゴ と リン ゴ の 場 合，初代培養で は 4 種 類 の

培地，い ずれ で も茎頂 は生 存 して い た が ， IBA 添加区

に比 べ BAP 添 加 区 の 方が よ り良好 な 生育 を示 し，継代

培養時 に お け る シ ュ
ートの 増加数か らみ る と，

マ ル パ フ

ユ イ チ ゴ で はGam ，リ ン ゴ で は MS の 方が 多数 の シ ュ
ー

トを 形成 して い た。また ， サ ン シ ョ ウ の 場 合 に は MS 十

BAP 区で の み初代培養時 に 茎頂が 生 存 して い た。一
方 ，

4 種類 の 培地 で 初代培 養が 確 立 し て い た イ ヌ マ キ の 場合

をみ る と，上記 4 種 とは 異 な り ，継代培養 に お け る シ ュ
ー

トの 増加 に は BAP よ り IBA の 方が よ り強 く影響 を及

ぼ して い た の で あり，草本植物 の 場合 と同 様 に
， 木 本植

物 に お い て も植物 ホ ル モ ン の 要求性 に よ っ て 二 群 に 分 か

れ る 可能が あ る こ とを示 唆 して い る。しか し，植物 ホ ル

モ ン と無機塩 に 関する 茎頂 の 養分要求性 は ， 草本植 物 に

比べ 木本植物 で は よ り複 雑 で はな い か とい う結果 で あ っ

た。こ れ らの 結果は ，陸上 植物の 出現以 来 ， 維管 束植物

群 が登 場 し，中生代末葉 に お け る 地 球 の 寒冷化 と乾 燥 化

と い う物理 的環境の 変化 に 対 す る植物 の 適応戦略の
一

環

と して 木本植物 の 草本化 が 達成 され た とす る浅間
L）
の 見

解，す なわ ち ， 木 本植物 の 進化 の 歴史は 草本植物 に 比 べ
，

極 め て 長期間 に 及ぶ 可能性 が あ P ， 木本植物茎頂 の 養分

要 求 性 が 草 本植物 に 比 較 し，よ り複 雑 な 構成 を伴 っ て い

る背 後 に は
，

こ れ ら櫃物系統進化史 との 関 連 性 が あ る と
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考 え ざる を え な い
。

　 加 え て，今回の 実験 で 初代培養が 確立 し た 18種の う ち，

植物分類学上 同一
の 科 に 属 す る もの をみ る と，バ ラ科 は

5種 ， キ ク科 は 3種 で あっ た。バ ラ科 5種 は草本1 種 と

木 本 4種 か ら成 っ て い た が，い ず れ も BAP 添加 区が I

BA 添加区 に比 較 し茎 頂 や シ ュ
ー

トの 増殖 は 良好 で あ っ

たが，無機塩 に着 目す る と，イ チ ゴ，ヤ ブ イ バ ラ と リ ン

ゴ は MS ．ヤ マ ザ ク ラ とマ ル バ フ ユ イ チ ゴ で はGam の 方

が よ り良好 で あ り，同
・…

の 科 に 属す る植物 に お い て も茎

頂 の 無機塩 要求性 は 二 群 に 分か れ て い た 。 しか しな が ら，

キ ク 科 3種 ， す な わ ち ，
ヨ モ ギ （多年生〉，ヒ メ ジ ョ オ ン

とセ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ （2年 生 ） は，
い ず れ も畑 地雑

草 で あ り，こ れ ら 3種 に お け る 茎頂 の 養分要求性 を み る

と，MS ，　Gam な ど の 無機塩 に か か わ らず ，
　 BAP 添加

区で，茎頂 や シ ュ
ートの 生 育が 良好 で あ P，茎頂 の養分

要求性 はバ ラ 科 5種 に 比 べ れ ば極 め て 均質 な もの と な っ

て い た。植物系統分類学上 の キ ク科の 位置 は，双子 葉植

物中 ， 最上 位 に 配置 され て お り
1），一

方 ，
バ ラ科は，よ り

早 く分 化 し た 群
15
吃 の 関連 性 を示 唆 して い る 。

　 第 3 ．シ ュ
ート， と くに ， 節間伸長 を 伴 っ た シ ュ

ート

か らの 発 根 も ま た 興味深 い 分 野 で あ る。著 者 等 が 得 た 茎

頂培養 に お け る 知見 を ま とめ る と， 通 常 の 挿 し 木発根 の

容易 な リ ン ゴ 台木 ；マ ル バ カ イ ドウ （石原 ・片野 ，未発

表 ），挿 し 木発根 が 困難 な リ ン ゴ 台木 M26s ，，リン ゴ 品

種 ：ふ じ
le）

， さ ら に ， 挿 し木発根 が容易な 西洋ブ ドウ （片

野 ・未発表） な ど の 圃場 条件 下 に お け る ， 挿 し木発根 の

難易 性 は，試 験 管 内 で 培養 した シ ュ
ー

トの 場合，培 地 に

IBA 添 加で 発根，　 IBA 無添 加 （植 物 ホ ル モ ン な し）

で 発根，BAP 添 加 （リ ン ゴ 台木お よ び品種 で は発根せ ず〉

で も発 根 （西洋 ブ ドウ） の 順 に 符合 す る。初代 並 び に継

代培養 を 経て
， 発根実験 を行 っ た 13種中 ， ク ヌ ギ，サ ン

シ ョ ウ と ク ズ で は発根 は 認 め ら れ な か っ た が ， 10種 で

シ ュ
ー

トか ら の 発根 を 確認 し た。ジ ャ ガ イ モ
， イ チ ゴ お

よ び ミ ズ ガ ヤ ツ リで は BAP 添加区で も発根が 認 め られ

た が，コ モ チ マ ン ネ ン グ サ ，ヤ ブ イ バ ラ，カ ワ ラ マ ツ バ ，
ヨ モ ギ，ヒ メ ジ ョ オ ン お よび セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウで は，

無機塩の 種類 の 如何 に か か わ らず，IBA 添加区 で の み

発根 して い た 。一一一
方，ヤ マ ザ ク ラ の 場合 ， IBA 添加区

と と も に，Gam 十 BAP 区で も発根 し て い た。キ ク科 畑

地雑草 3種 に お け る 発根 に か か わ る 養 分 要 求 性 は ， 初 代

並 び に 継代培養の 場舎 と同 様 に ， IBA 添加区で の み 発

根 して い た。

　以 上 ， 1987年 度 に お け る 実験結果 は s 供 試 植 物数 が ，

わ ず か に 16科22属22種 で あ っ た が ， 茎頂 や シ ュ
ートの 発

根 に か か わ る養 分 要 求 性 に は木本 と草本，あ る い は 同一

科内の 植 物 に お い て も 極 め て 複雑 な もの で あ る こ とを

知 っ た 。 茎頂培養 は葉原 基 数枚 を含 む 頂端分裂 組 織 を含

む植 物 体 の
一器 官の 無菌的培養の 世界 に しか す ぎな い が ，

生 物進化 に は 「生物体 の
一

つ の 器官の 変化が，必然的に ，

他 の 器 官 の 変 化 を ひ き お こ す 」 と い う 「相 関 の 法 則」 が

認 め られ る と い う井尻
6）の 説 を拡 大 解釈 す る な ら ば ， 茎

頂培養 の 成否を決定する 茎頂 の 養分要求性 に 関す る 研 究

は 植物系 統進化史 と植物 の 適応戦略 とい う分類学 と生態

学 に か か わ る 植物個体 の 生 活 に 閼 して ，興味深い 植物学

上 の 根本問 題 と深 く結 び つ く世界 と 考 えざ る を えな い
。

今後 は ， 科や 属 ， さ ら に は 目や綱 ， 門 とい う今 日の 分類

学 に よ っ て 区 分 さ れ る植 物 体 を材 料 に 研 究 を 遂 行 す る こ

とが 肝要で あ る と思わ れ る。

　謝辞 ：本研究を遂行す る に あ た り，研究助成金 を支給

下 さ っ た 東 海 大 学総合研究機構 に 謝意 を述べ させ て い た

だ く次 第 で ある 。
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